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今和4年度静岡市立宮竹小学校 学校だより

★★★子どもたち、私達のかけがえのない命を守るために… !

l l /12の 土曜 日。中学校の部活動のない日に合わせて、南中学区の 4小 ( 大谷、久能、大
里東、宮竹 ) ! 中 ( 南 中) 同 一日程で、授業公開とともに「引き渡

: : 年前の東日本大震災級の巨大地震が想定されている「南海
トラフ地震」は静岡県から九州地方の太平洋岸の広大な範囲で

=マ グニチュー ド9、 震度 5～ 7と いう膨大なエネルギーの地震
が起 こるかもしれないことが予測されています。

南中、宮竹小の学区では、駿河湾が近いことから津波の発生
を想定 しなければなりません。宮竹小の海抜は 5. 8メ ー トル !

し訓練」が行われ

静岡市ハザー ドマツプで示されている、津波が起 きたときに漫水
する可能性が高いとされる「避難対象地域」 ( 地図の太いライン)

より海側の地域の子どもたちは、危険が解除されるまでは学校で
「留め置き1と なりtそ の後「引き渡 し」 となります。そのため
に学匡の様子を知 り、自分がどこの地域に住んでいるか知る必要
があります。

当日は、多くの保護者の方々が参
加 してくださり、 2時間目の授業参
観の後、全校一斉オンラインの防災
授業、そして引き渡 じとな りました
密集を避けるために町内ごとに移動
していただき、混乱もなく、円滑な
引き渡 しが行えました。ご兄姉がいる家庭では、宮竹小か ら南中
に移動 して中学校の中を歩き、引き渡 しをしてくださいました。

実際に、大地震が起 きたときに、私違はどうすれば良いのか、
地震の規模や津波情報によっても異なりますね… 。離れ離れにな
ってしまったらどうするのか、実際に津波が来たらどうするのか
東名高速道路の北側 まで逃げるのか、高いビルを探すのか… この
訓線を機に、家族 ぐるみで日頃か ら話をしておくと良いかと思い
ます。かけがえのない大切な命を守るために…

校長 伏見倫也

: <お知らせ>
*南 中学区健全育成会主催の子育て講演会を l 1/18(金 ) 19100～ 宮竹小学校体育館を会場に行いま

す。子 どものコミュニケーション能力を育てるために、私連大人の言葉やはた らきかけで変わる子
育てに関する貴重なお話が伺えます ! 金曜日の夜ですがぜひ多くの皆様にお聴 きいただきたいと
思います。

*コ ロナ感染症第 8波が確実にやってきています。今年はインフルエンザの感染も走配です。引き
‐
続

き感染予防に努めましょう ! 手洗い、 うがい、消毒、マスク、検温は毎日欠かさずに !



<11月後半の予定>

<12月前半の予定>

21 月 3年社会科見学( 南警察署) 28 月 5年社会科見学①( 三菱電機静岡工場)

22 火 29 火 5年社会科見学②( 三菱電機静岡工場)

23 水 ● 勤労感謝の日 30 水 奎聖燿塾整室_三竺圭望二土ャンパス
木 クラブ活動 陽

25 金
イングリッシュデイ
学校ボランティア読み聞かせ ( 5・ 6年 )

学年集会( 低学年) クラブ活動( 最終)

3年食に関する指導
7 水

児童集会
宮竹キッズキャンパス

金
月曜日課 学年集会( 高学年)

代表委員会 8 木
わくわく給食 4年社会科見学 ( かわなび)

委員会活動
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イングリッシュデイ ALT来校日
学校ボランティア読み聞かせ ( 1・ 2年 )

4 日 地域防災の日
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10 ヨL
」L PTA主催「たけつこわくわくコンサート」

5 月 学校預かり金振替日
12/15(木 ) ・ 16(金 ) 6年修学旅行 ( 浜松方面 )

6 火 6年卒業制作銅鏡作り

学校ボランテイアの皆さん ありがとうございます
10月より学校ボランティアの活動が再開されました。
5年家庭科ミシン学習では、ミシンを初めて扱うために困つている様子

の子供たちも多かつたのですが、上糸のかけ方や下糸のつけ方など優し<
丁寧に教えていただくうちにだんだんと自信を持つて扱うことができるよ
うになりました。

読み聞かせは、朝の10分ほどの短い時間のために用意していただいた
本を読んでくださつています。ボランティアの皆さんの落ち着いた語りに
子供たちはしつかりと耳を傾け、本の世界に引き込まれていました。
朝の読み聞かせについて、現在ご協力いただける方を募集しています。

下記の日程でご協力いただける方は、学校までご連絡<ださい。ご応募お待ちしております !

11月 25日 ( 金 ) 、 12月 9日 ( 金 ) 、 1月 27日 ( 金 ) 、  2月 10日 ( 金 )

いずれも8: 25～ 8: 35の 10分間ほど
お問い合わせ : 宮竹小学校教頭( 青柳) 237- 2231

e―mal l  l  mi yat ake一 eoOshi zuoka. ednet . j p

ベルマーク回収へのご協力 ありがとうございました
昨年度まで PTAを中心に集めていただいたベルマークが、8万点を超えました。そこで、

子供たちの学習環境整備や学習等に役立つ物として、校舎各階に1台ずつ計3台の掃除機
と、ドッジボールを購入させていただきました。今後も宮竹キッズキヤンパスでベルマーク回収を継続して

いきますので、引き続き回収へのご協力をお願いいたします。
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{ >言葉電振え金お滲 令和4年 11月 1日
静岡市立南中学校
学 校 便 り 11月号

「暖かい朝日i ま必ず昇るから」 校長 長尾 岡手史
南中では、南海 トラフ地震に備えた防災学習の一環として、東日本人

震災に被災された方の「お話を聴<会」を行つています。今年は、宮城
県山元町立中浜小学校の校長先生でいらした丼上剛先生をお招きし、全校生
徒でお話を聴かせていただきました。

被災した中浜小学校は、宮城県の最南端、太平洋に面した小さな学校です。
大震災によって発生した津波の高さは 10m以 上。想定していた避難場所の
中学校には、津波至」着予想時刻に間 1こ合わないと判断した丼上先生は、全校
児童と職員、避難して来た保護者を、 2階建て校舎の屋上倉庫に「垂直避難」 せるこ 決断す。この対応により、4 の大津波の衝撃に耐え、津波を屋上床下ギリギリで通過させ、避難した9

たちは食い入るように聴
した屋上倉庫での出来事

○ 名全員を生還させることができたのです。先生が経験されたお話を、生徒
=与 ■Cノ ヽつていました。先生のお話で、最も記憶 |こ 残つた言葉があります。避難

ています。この出来事を現地で初めて聴いたとき、私は強い
分も同じ立場にあります。この様な状況で、私はこんな言葉
したのは “希望"の言葉でした。「暖かい朝日は必ず昇るか

「お話を聴<会」終了後、校長室に生徒の感想が届けられました。そのい<つかを紹介します。
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・津波はすごく恐ろしいものですが、生きる希望を持ち避難する
ことが大切だと分かりました。足元まで波が押し寄せ、海に浮
かぶ島のような状況で―晩を過ごすのはすごく辛いと思います。
そんなときにみんなで励まし、行動できるのは中学 3年生の私
たちだと思うので、いつでも危機感を持つて生活し災害に備え
ようと思いました。 ( 3年 )
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衝撃を受け腰が抜けてしまい讀した。
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蜻 餞 ‐跛 ご跛 華華 鍮
42期生徒会がスター トします。南中生一人一人が力を合わせ、

みんなが薫晴らしもヽと豊慢できる学校を重: 1り 上 : ずていきま L` は、う。
南中の伝統や 4; 期 ( 本野会長 ) の思いを弓|き継ぎさらによもヽ学

校にしていきたいと思もヽます。
42期生徒会長 望月翔太さん

【太部役昌】
2年 岩崎楓さん

岩崎瑞姫さん
菅家朋宏さん  望月杏那さん

佐国夢月さん  八木柚葉さん

41期 本野会長から引き継ぎ文
章を受け取る 42期望月会長

1年 山田理莉子さん 新谷芽生さん 山本莉璃さん  秋山湛太さん
【専門委員長】
生活専門委員長  2年  高塚万琳さん   環境専門委員長  2年 鈴木柚羽さん
給食専門委員長  2年  大村陽花さん   保健専門委員長  2年 佐野 日南乃さん
図書専門委員長  2年  片岡敬太さん
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各学年の代表生徒が全校生徒の前で話 してくれ
ました。その一部を紹介 します。
・前期を振 り返つてみると、中体連、定期テス ト、

駿風祭と本当 |こ 内容が濃いものだったと思もヽま
す。そんな体験を通 して私 |ま レベルアップしたと
思います。残 りの限られた日々を仲間と一緒によりよもヽもの i こ したいです。そのため : こ も前期
の生活を振り返って、後期の生活に生かせるように改善 してもヽきたいです。 ( 植村太恒さん )

。私は、 2年生の前期で、生徒会本部役員として活動 してきました。いろんな仲間と話をしてき
ました。みんな、南中をより良くしたもヽと努力しているところは共通 してもヽました。
「人の笑顔が一番の宝物」とある人に教わりました。私は必ず関わる人の顔を思い浮かべてもヽ
ます。皆さんも一緒に、南中学校の更なる高みを目指 してほしもヽと思います。後期、皆さんと
一緒に生徒会活動を行えることを楽 しみにしてもヽます。 ( 鈴木玲於さん )

。私は前期学級委員 。学年委員として仕事をしました。人をまとめることの難 しさを感 じること
もたくさんありましたが、学級や学年のみんながまとまって、ひとつのことをなし得たときは
大きな達成感を感じることができました。後期は来年春に先輩 : こ なるための準備期間です。一
年生みんなで「切磋琢磨」して高め合っていきたもヽと思います。 ( 新谷芽生さん )

' 卒業後の進路も考え始めました。将来は洋服を販売するお店で働きたいと思っています。自分
の課題を後期の間で少しでも改善 してもヽ1す るようにしたいです。中学校生活も半年過ぎました。
今の自分より少しでも成長できるように、 1日 1日 を大切に過ごしてもヽきたいです。 ( 堀井悠
さん )
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12日 (土 )

学校保健委員会
文化 の 日
SCT(計 算 )

生徒大会
学校公 開 日 ( ～ 12日 ) 集金 日
生徒会専門委員会
PTA運 営委 員会
学校公開 日
南 中グル ープ引き渡 し訓練

3日 ( 日 )

4日 (月 )

6日 ( 水 )

7日 ( 本 )

1日 (月 )

3日 ( 水 )

4日 ( 木 )

0日 (水 )

テス ト前部活な し ( ～ 15日 )

休 業 国 ( 12日 ( 土 ) 振 り替え )

後期テスト l ①  7組 FD教 室
後 期 テ ス ト l ② 部活保護者会会長会
生 徒 協 議 会
勤 労 感 謝 の 日
3年保 護 者 会
3年 学 力調 査

1年代表 新谷芽生さん


